
一般社団法人
名古屋林業土木協会のご紹介



協会活動の目的

•当協会は、国土の保全、水源のかん養、生
活環境の保全等を目的に実施される林業土
木事業の公益性に鑑み、事業の普及啓発、
技術の向上、経営基盤の強化並びに森林・
林業に関する施策の推進等に関する事業を
行い、もって国土の保全及び地球環境の保
全並びに林業土木事業の発展に寄与するこ
とを目的とする



協会の概要

１ 中央団体 （一社）日本林業土木連合協会

全国１４の地方協会

２ 全国会員数：５５２社

名古屋協会は富山・岐阜・愛知県内の６０社

３ 構成員

林野庁所管の国有林を主体に森林整備のため

の路網整備や荒廃山地の復旧等を行う治山事業

などを実施している事業体。



名古屋林業土木協会の事業内容

•林業土木事業に関する安全の推進確保

•林業土木事業に関する技術向上のための研修会等の実施

•林業土木事業に関する普及啓発及び広報

•林業土木事業に関する調査研究及び情報提供

•社会貢献活動等の実施を通じた山村地域振興への寄与

•林業土木及び森林・林業に関する関係機関、団体との連携及び
各種施策の推進

•その他目的達成のために必要な事業



• 一般社団法人名古屋林業土木協会は、岐阜、愛知、富山管内の
国有林内の林業土木に携わる会員の技術の向上、経営基盤の強化
等に関する事業を行い、もって国土の保全及び地球環境の保全並
びに林業土木事業の発展に寄与することを目的として活動してい
る団体です。 建設業としての林業土木は森林の保全インフラ整
備や防災、更には環境、エネルギーといった人々の暮らしに大き
く深くかかわりこれを担っている業界。まさにSDGsのあらゆる
局面に関与しています。フォレストサポターズ活動にも積極的に
参加し、日々研鑽し、地域に必要とされる林業土木業界として活
動します。
SDGsの考え方である、精神的な豊かさや価値観が合う生き方、

共感社会になっていくという動きを理解して、我々協会員一人一
人が本気でSDGsを行動につなげ、お客様や地域から信頼され、
持続可能な地域社会の創造に貢献できるように尽力していきます。

一般社団法人名古屋林業土木協会は、SDGsを社会貢献の一つ

として考えるのではなく

『一致団結し確実な協会活動を行うこと

＝SDGsの目標達成』 と考えています。

一般社団法人名古屋林業土木協会のSDGs宣言

令和3年4月１日

会長 三尾 秀和



森林管理署、労働基準監督署、各支部が
合同安全パトロールを実施

東濃３支部 小坂支部 岐阜支部

富山支部 飛騨４支部 愛知支部



技術向上のための研修会等の実施

現場技術者の講習会 安全技術対策委員会の現地研修

中央構造線博物館において



美しい森林づくり運動に賛
同

に
登録

とりくみの



普及啓発活動 協会事務所外壁にＰＲ看板設置

森林林業に関する写真の掲示 地域振興に関するＰＲ



社会貢献活動
自然休養林や貴重な自然環境

などの保全活動

木
道
の
整
備

獣
害
被
害
防
護
柵
の
設
置

天生自然観察教育林(岐阜県飛騨市) 山中山ミズバショウ植物群落保護林
(岐阜県高山市)



社会貢献活動
国有林における「レク森」オフィシャル・サポーター制度に
基づく支援協定を締結

地元小学生の自然環境教育と丸太ベンチの設置

獣
害
被
害
防
護
柵
の
設
置飛騨白山白川郷自然休養林（岐阜県白川村)



【参考】

（出典：林野庁HP掲載資料を加工）



（出典：林野庁HP掲載資料を加工）

【参考】



平時の防災活動
山地災害防止キャンペーンＰＲ

平成12年9月発生の東海豪雨（恵南豪雨）災害の被害状況、復旧
状況森林の持つ国土保全機能等について掲示し防災意識の啓発



平時の防災活動 長野県西部地震災害復興30周年シンポジュウムに協力

「ぼうさいこくたい2019」を青年部研修会で見学



災害発生時の防災活動 ○国有林防災ボランティアの協定に基づく活動

○国有林内における林地崩壊、治山・林道施設の被害状等調査



災害発生時の防災活動

○ JR高山線への流出土砂除去の様子

地域の守りてとしてライフラインの確保等に活躍

○平成元年7月豪雨災害時
昼夜を問わず応急復旧にあたる会員企業

○令和2年7月豪雨災害 応急復旧等
岐阜県下呂市内



ご静聴ありがとうございました。

一般社団法人名古屋林業土木協会


